
  

 宇都宮市消防局アポロキャップ 仕様書 

  

１ 型式 キャップ型  

角ワイド型 

前中心に「消防マーク」、庇に「月桂樹」を刺繍で入れる。（色・デザインは別紙）  

  

２ 使用材料  

（1）  表生地      フーパイ紡織 梅花メッシュ 92Z 紺(M-18) 

（2）  裏生地    #838 (前裏を補強すること)、トリコットのり付き 黒  

（裏を補強すること） 

（3）  庇表生地   本体と共生地  

（4）  サンド生地   M-2000(G-11・ｵﾚﾝｼﾞ)  

（5）  庇裏生地   本体と共生地   

（6）  庇  芯    黒 ポリエチレン 2.5ｍｍ厚 Ｙ芯  

（7）  テープ    テトロン 黒  

（8）  穴かがり   同色の天穴 6個 9ｍｍ  

（9）  庇内ぐり     T/C ブロード 黒 （解れを防止すること 別紙参照）  

(10) アジャスター  ＹＫＫ製 プラスチック 黒  

(11) 汗止     フィールドセンサー巾 4ｃｍ（吸汗速乾素材） 黒 

中芯有り 裏 ポケットメッシュ黒   

(12)  天釦         芯プラスチック 共生地で包む。  

(13)  前立て       ＃7509 ナイロン 100%  

(14)  片布           

 

 

 

 

３ 仕 様  

(1)  レンゲ 6 枚上方に穴かがりを入れる。 

(2)  角ワイド型前身１枚とレンゲ 6枚を縫い合わせ前立てを付ける。  

(3)  全ての縫目をテープで包む。  

(4)  庇は表・裏共に共生地で庇芯を包み、ミシンで 2本ステッチを入れる。  

(5)  後方に縦幅 1.5ｃｍのベルトを本体と共生地で作り、アジャスターの一方を 

取り付け、一方を帽子本体に取り付ける。  

(6)  天釦を天井部分に穴をあけ打ち込む。  

   

４ 寸 法  単位（ｃｍ） 

S M L LL 3L 

54～56 56～58 58～60 60～62 62～64 

※上記寸法以外は、別寸にて縫製する。  

 
氏名 



 

 

５ その他 

(1)  試作品の提出 

     縫製にあたり，あらかじめ試作品を提出し，当局の検査を受け後，

量産にかかること。 

(2)  品質管理 

     この，アポロキャップは十分に品質管理を行った材料及び付属品を用

いた，仕上がりが優美な製品であること。受注者は，納入前に自主検

査を行うとともに，製作工程上の品質管理の適正を図ること。 

(3)  担保期間 

     納入後１年以内に瑕疵が発見された場合，業者は当局と相談の上，取

り替え補修その他の処置を講じなければならない。 

(4)  納入期限 

     令和９年３月３１日 

(5) 数量   ６９個（各サイズ数量は別紙） 

(6) 梱包 

    各人ごとに梱包する。 

(7) 納入場所 

     当局の指定する場所へ納入する。 

 

 



    

  加工  

  

 ㎜  

 ㎜  

     1   

       



 

１ 品   名  消防吏員アポロキャップ 

         

２ 規   格  別紙のとおり 

          

３ 数   量   

  Ｓ Ｍ Ｌ ＬＬ ３Ｌ 計 

消防局   11 11 10   32 

中央署  1 9 2   12 

東署  1 3 1 2   7 

西署   2 4 2  8 

南署   2 5 3   10 

計 1 19 30 19  69 

 

 

４ 納 入 場 所  ・宇都宮市大曽２丁目２番２１号   宇都宮市消防局総務課 

         ・宇都宮市中今泉５丁目３７番１６号 宇都宮市東消防署 

         ・宇都宮市鶴田２丁目２１番７号   宇都宮市西消防署 

         ・宇都宮市宮の内１丁目１７４番地８ 宇都宮市南消防署 

 

５ 納 入 期 限  令和９年３月３１日（水） 

 

６ 適   用  本仕様書は，宇都宮市（以下「甲」という。）が契約の相手（以下「乙」という。）

から購入する消防吏員アポロキャップについて適用する。 

         

７ 契 約 方 法   

本件は総額契約とし，見積書には，合計個数あたりの金額を記入すること。 

          

８ 検   収  

  本仕様書と適合及び完納届の提出をもって検収とする。 

 

 

仕  様  書 

 



９ 提 出 書 類 

  乙は，納品後速やかに完納届を提出すること。 

 

１０ 疑   義 

   本仕様書に明記されていない事項が発生した場合は，本市担当者と協議のうえ決定し，責任を 

  もって対処するものとする。 


